
○　果実酒の出荷量（課税移出数量）の推移

　酒類全体の課税移出数量が減少しており、果実酒についても減少。

　果実酒の課税移出数量のうち、輸入分は前年比約9.6％の減少、国内出荷分は前年比約1.7％の減少。

２　出荷・生産の概況
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（出典）国税庁統計年報
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ボトルワイン

42.0%

スパークリングワイン

9.6%

バルクワイン

15.0%

日本ワイン

4.6%

その他

28.9%

○ 国内市場におけるワインの流通量の構成比

（平成30年度推計値）

国内分

（33.5%）

(注)１ 国内分・輸入分の構成比は、国税庁統計年報における果実酒の課税数量比である。

２ 輸入分の内訳は、財務省貿易統計の輸入数量比である。

３ 国内分の構成割合は、果実酒実態調査を基に推計している。
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○ 日本ワインの出荷量（課税移出数量）の推移
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○ 日本ワインの輸出量の推移

+3.0%

+24.1%

(注) 出荷量の計数は、果実酒製造業者実態調査によるものであり、

各年度によって必ずしも回答者が同一ではないため、経年比較

にあたっては参考値であることに留意する。

(注) １ 輸出量の計数は、果実酒製造業者実態調査によるものであり、各

年度によって必ずしも回答者が同一ではないため、経年比較にあた

っては参考値であることに留意する。

２ 法人については各直前終了事業年度分、個人については各年分を

基に集計している。

○ 日本ワインの出荷量

輸入分

（66.5%）
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○ 果実酒の生産量（製成数量）の推移
果実酒の生産量は長期的に増加傾向にあり、平成30年度は前年度より減少したものの、高水準を維持している。

（出典）国税庁統計年報

7



　○　国内製造ワインの使用原料及び生産されたワインの内訳

日本ワイン

16,612kl

20.2%

日本ワイン以外

65,707kl

79.8%

合計
82,319kl

○ 国内製造ワインの生産量構成比（日本ワイン）

国産原料
21,313t
26.1%

輸入原料
60,490t
73.9%

生ぶどう
20,668t
25.3%

その他
645t
0.8%

濃縮果汁
60,425t
73.9%

その他
64t
0.1%

合計
81,803t

○ 国内製造ワインの使用原料構成比

（注） 果実酒製造業者実態調査に回答のあった製造場のワインの生産量の集計値であり、７ページの生産量とは一致しない。

国内製造ワインの生産量構成比をみると、日本ワインは20.2％である。
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○　日本ワインの種類別生産量及び上位６道県の構成比

山 梨
5,189kl
31.2%

長 野
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23.8%

北海道
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15.7%

山 形
1,159kl
7.0%

岩 手
580kl
3.5%

岡山
394kl
2.4%

その他
2,737kl
16.5%

赤ワイン
7,166kl
43.1%

白ワイン
7,575kl
45.6%

スパークリングワイン
805kl
4.8%

その他
1,065kl
6.4%

日本ワイン生産量 16,612kl

（注） 果実酒製造業者実態調査による。詳細は参考３を参照。
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